
SSIILLVVAA 11--22--33 シシスステテムム
SSIILLVVAA ココンンパパススがが、、「「ココンンパパススのの代代名名詞詞」」ととままでで言言わわれれるるよよううにに世世界界ののアアウウトトドドアア市市場場をを席席巻巻ししたたののはは

以以下下にに説説明明すするる「「ＳＳＩＩＬＬＶＶＡＡ 11--22--33 シシスステテムム」」ににあありりまますす。。驚驚くくほほどど簡簡単単でであありりななががらら、、そそのの利利用用価価値値はは

何何ももなないい自自然然のの中中でではは絶絶大大なな威威力力をを発発揮揮ししまますす。。

図図１１ 図図２２ 図図３３ 図図４４

１．地図上にコンパスを置き、「図１」のように、現在地と目的地の２点間を結ぶ線上にコンパスのエッジ

（左側）を合わせます。(地図上の赤赤丸丸がが目目的的地地とします。）

２．コンパスカプセルを回し、カプセル内の「赤い矢印」が（磁針の「赤」ではありません。）地図上の「北」

を向くようにします。（「赤い矢印」を「北」に向けるということは、それが地図の「上」を向くということです。）

こうすると、地図上の経線とカプセル内の「縦の線」が必ず平行になります。

３．コンパスを図3のように持ち、体の前で水平を保ちます。その姿勢で、磁針の赤色側（北）がカプセル内の

「赤い矢印」と重なるまで「体」を回します。この時のコンパスの「矢印」の向いた方向が「目的地の方向」を

示していますので、「図３」のように目標となるものを見つけて、必必ずず「「ここのの状状態態」」をを維維持持ししてて「「矢矢印印」」のの方方向向

にに向向かかっってていいききまますす。。目的地に到着するまで、この操作を繰り返します。ここのの状状態態ととはは、、磁磁針針のの赤赤色色側側

（（北北））ががカカププセセルル内内のの「「赤赤いい矢矢印印」」とと重重ななっってていいるるここととでですす。。これが、、ＳＳＩＩＬＬＶＶＡＡココンンパパススをを使使うう上上でで

一一番番大大切切ななここととでですす。。そそししてて、、ここのの使使いい方方をを「「SSIILLVVAA １１－－２２－－３３ シシスステテムム」」とといいいいまますす。。

４．ミラ-付照準コンパスの場合は、同様に操作をし、「図４」のようにコンパスを持ち、「鏡」の下の照準孔を

のぞいて目標物を合わせ、「鏡」に映った目標物への「方位」を読み取ることができます。

図図１１拡拡大大 図図２２拡拡大大
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